


本書のガイドライン
“もの”が創り出される過程は、2つのフェーズから成る。第 1のフェーズは、さまざまな背景をもつ与条件に
対する緻密な分析と、必要度の判断・選択による再構成の作業に充てられる。理論的な作業による第 1のフェー
ズとは対照的に、第 2のフェーズは、“ひと”がもつ独特の思考回路によるイマジネーションの世界へと転換する。
それまでの作業の蓄積をベースにした瞬間的な閃きが実体化への方向性を示唆し、思考は収斂しつつ最終の“か
たち”へと導かれる。住居の計画でも、作業は同様の過程を経て行われる。

表紙について
透視図は、「三次元の対象」を「二次元の手法」によって表現する図法であるが、本書ではその基本的な図式の
ひとつである「一点平行透視図」を用いて住居空間の分析・解説を行っている。
表紙はH-YAM（掲載作品の記号的略称）の切断透視図をモチーフに構成されているが、パステルカラー調グリ
ーン色の地に白抜きのラインで表現された図からは、
・ 垂直方向に積層した 4つの“集域”を基本とする空間構成（“集域”や後出の“段路”といった用語や各種空
間構成の型に関する用語は、p. 9 の「表記」ならびに p. 80～83 の「Formology」を参照）

・各集域に与えられた機能と空間特性、および内・外空間の関係
・中央に置かれた“段路”による全域の連続性
・付加された装置の空間に対する作用
・RC壁構造の特性を生かした架構方式
・全方位からの法規制に対する形態処理
などの情報が読み取れるとともに、これらの集積によって実体化された形象の基本概念を知ることができる。

目次について
25の作品の掲載順序は、竣工年・架構・屋根型の組合せによっている。特に屋根型を分類の基準としているのは、
外形における象徴性とともに、25 の住居すべてに共通する屋根型と内部空間の整合性による。

スケールについて
スケールについては、本書の趣旨から通常の数値ではなく、単位（a=900mm）との比率で表示してある。なお、
透視図の縮尺はすべて 1:100 に統一されている。
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槇　文彦

序文
　小野正弘の“住居を断面で考える”というこの本の表題に接したとき、まず私の頭に浮かんだのは、ル ･
コルビュジエの、かの有名な 1枚の断面図であった。この断面図ほど、20 世紀の新しい建築の夜明けを謳
い上げたものを私はほかに知らない。大地から開放された建築、屋上庭園、外壁からフリーな１本の柱、自
由なファサードによる新しい室内と屋外との関係、そしてそこにまつわる人間の行動の息吹。この単純な構
図から、どれだけ多くの近代建築が生まれたかは想像に難くない。
　ミース・ファン・デル・ローエのスケッチには、ル ･コルビュジエのように異なったレベルの層が現れる
ことはほとんどない。それはひとつに、彼が提唱した「無限定空間」とは、水平に限りなく広がる空間の様相
を示したかったがゆえのことであろう。この 2人の巨匠のスケッチが抽象的であったとするならば、もう 2
人の 20 世紀建築の巨匠フランク・ロイド・ライトとアルヴァ・アールトの場合、彼ら 2人の建築の断面は
より具体的であり、われわれの印象に残っている多くの例は、彼らの実際に設計した作品がその基底にある。
　われわれも、また建築家ではない普通の人びとも、常に日常的にさまざまな空間体験をもつ。そのなかで、
私自身まだ建築家になろうとは夢想だにしなかった子供時代、極めて新鮮で強烈な空間体験をした想い出が
ひとつある。1930 年代に完成した目黒・長者丸の土浦亀城邸を、親に連れられて偶然訪れたときのことで
ある。周知のように、土浦亀城は、ライトが帝国ホテルを設計したときに彼に師事した日本人建築家のひと
りである。当時、われわれが体験する住居といえば、壁、障子、襖で仕切られて水平に伸びる１階部分と狭
い階段でのみ接続された 2階部分とで構成されたものが多かった。土浦邸は違う、玄関を入ると少し上に高
い吹抜けのある居間部分が右手に広がり、さらに半階近くオープンな階段を昇ると、ちょうど玄関部分を覆
う大きな踊場があり、直角方向のもう半階階段を上がると 2階の住居部分が見えてくる。このころ、時に横
浜港を訪れる外国船でのデッキの上り下りで感じていた空間体験に相似したものがそこにあったことを、い
までもよく覚えている。
　20 世紀の建築は、空間の世紀といっても過言ではない。それは当然、住宅空間にも当て嵌まる。広い敷
地にさまざまな空間体を自由に発展させることができたアメリカやヨーロッパとは異なり、日本の都市住居
は、比較的狭隘な、しかもさまざまなプロポーションをもった土地に、そしてあまり望ましくない周縁の状
況の中で、建築家がその設計を与えられるケースが少なくない。しかし、アメリカやヨーロッパでの住宅の
型は幾つかに収斂されて、異なった住み手に受け継がれやすい仕組みになっている。
　日本の都市住居は、先に述べた理由から、かならずしもそうはいかない。小野正弘がこの本で取り上げて
いる Formology という概念は、彼が言うように、限られた空間の中で、住宅のユーザーにとって望ましい
眺望、変化のある自然光、そして通風やプライバシーなどを確保するために、その空間構成の型はひときわ
多様で、しかも複雑化していることを示している。
　彼が、これまでに手掛けた住宅を通して幾つかの空間接続の型を分析したとき、三次元的に極めて興味あ
る類型が現れる。それは、それぞれの住居を構成する幾つかの空間領域の立体的な連結と分離の様態を示し
ている。その Formology の型のなかで最も原型的なものは、単純に壁によって水平的に連結されたものと、
床によって垂直方向に連結されたものである。実はそれが、前述したように私が子供のときに経験してきた
殆どの住宅の型でもあったのである。この分析は、その後の日本のライフスタイルの変化も含めて、さまざ
まな住宅事情によって変成しつづける日本の都市住居の歴史の一端を示しているものとして興味深い。
　彼も記述しているように、このようにより複雑化する空間構成の設計においては、空間体自体をよりいっ
そう立体的に捉えなければならないからである。それは、設計における平面と断面のスケッチの往復運動に
よって得られるものであり、“断面から考える”という作業はその結果でもある。
　特に、空間を分離し、かつ連続させる作業は、もしもそれが視覚的なものであるならば、断面に現れる領
域の結界間の寸法的関係も極めて重要であり、断面のみがそれを正確に記述し得るのだ。
　2010 年 3 月、私が長年関わってきたMIT のメディア ･ラボが完成した。もちろんスケールは大きいが、
ユーザーはこの 6層のラボが視線的にはお互いに交錯し、あたかも大きな家のような空間体験をもちうるも
のであることを要請していた。その結果、7つのラボは、ひとつひとつが周辺にコの字形のメザニンと中央
に吹抜けをもち、それらを東西・南北に 1層ごとにずらすことによって、また透明なパーティションを用い
ることによって、視覚的に水平・垂直、そして斜め方向にも一体となる空間をつくり出すことができた。こ
のように、断面から建築を考えることによって、その建築の本質に到達することができる場合は少なくない。
　小野が手掛けたこの多くの住宅において、断面に関連して特に私の興味を引いたのは、いわゆる“空間の
奥行”の演出である。日本では歴史的に、限られた空間の中でさまざまな工夫による奥行の演出がなされて
きた。たとえば小野の場合、居間に続く領域を、室内の大きな窓のような結界を通じてそこのみを上部から
の自然光によって明るい空間とすることで奥行感をつくり出す手法がしばしば見られる。彼の自邸では、駐
車場の突当りはその上部の開口によって、その真下の樹木に存在感と奥行感を与えている。よくある、薄暗
い駐車場の突当りではないのだ。
　また、本書に収められた住宅のなかで最も広大で野心的な作品であるH-MIT と呼ばれる複合世帯住居は、
南北・東西の二つの直交する軸に沿って“もうひとつの世界”とも称すべきさまざまな様相を、コートハウ
ス群と結界によってつくり上げている。
　このように、これまで建築設計における断面の重要性は皆が知りながら、断面という切り口によって設計
手法を解説した本はあまりなかった。それだけに、この本が誕生したことを大変嬉しく思っている。

「ドミノ理論」の利点を検証したル・コルビュジエによる模式図のひと
つ。

土浦亀城自邸（1935）の居間――半階ほど下がった玄関とそれを覆う
踊場方向を見る。（撮影：彰国社写真部・畑 拓）
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045

 光

 視線

 換気

a ＝900mm

TZN 北の集域

TZW 西の集域

SD 食事の場

SJ 和式の場

SI/M 壮年世代の場

SI/Y 若年世代の場

LFT ロフト

RRT 経路

BYW 出窓

SS/B 入浴

□　切断透視図（1）
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・全域の空間は、東西方向に傾斜した地形の断面形状に沿って配列した、
3つの集域で構成されている。

・南から北に葺き下ろした三角形の大屋根の下に、吹き抜けた東と北の
集域と、3つの領域を積層した西の集域が配されている。

・入口を入ると、傾斜した地形に沿って東の集域に上がっていく段床と、
その傍らに立つ樹木の写しとしての組み柱が枝を張るようにして大屋
根を支えている仕組みが視野に入る。

・段床の左側にあるスタッコ仕上げの間仕切壁が、訪れる人を招くよう
に緩くカーヴしながら、東の集域に向かって延びていく。

・間仕切の途中にある戸を開けて入ったスペースは、遥か遠方に見える
八ヶ岳連峰の山並に向けて開けた三角形の出窓がある食事の場になっ
ている。

・段床を上がって東の集域にある折返しから始まる段路が、西の集域の
積層された 3つの領域を繋ぐ。

・積層された西の集域は、東の集域から半階下がった下層にある和式の
場と衛生の場、上層の壮年と若年世代の場および最上階の屋根裏に組
み込まれたロフトによって構成されている。

□　基準切断面
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□　外形図

地形を内包した住居／傾斜する地形の特性と周囲に展開する唐松林の写しを、全域の空間構成と架構に取り入れる。

W-3F，L1 1,059.00m2

♂♀＋♂ 177.73m2

1992

09 H-SSD

立地
信州原村の北にあるペンションビレッジと八ヶ岳美術館のあ
いだを通る通称八巻道路を横断して北に向かうと、なだらか
な斜面に沿って造成された中央高原別荘地の入口に着く。
九十九（つづら）折りの坂道を登って行くと、共有広場の先
に拡がる林の中に建つこの住居が見えてくる。

配置・外形
・土地の地域協定に従って、全域を林に囲まれた傾斜のある敷地のほぼ中央に配置する。
・西の集域を 3層＋ロフト、東と北の空間域を吹抜けにする。
・全域に、二等辺三角形の外郭に合わせた片流れの大屋根を架ける。
・南面に、出窓とアルコーヴで構成した複合フレームを挿入する。
・入口外部に、バーベキューコーナー付きのデッキを取り付ける。
・南に、ベンチ付きのデッキを取り付ける。
・北壁に、暖炉の煙突および出窓を取り付ける。
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□　外形図

駅前商店街に建つ住居／狭小敷地と必要床面積とのシヴィアな関係を、積層の仕組みによって調整する。

RC-5F 69.45m2

♂♀＋♀♀ 200.91m2

1991

18 H-NAG

立地
都心と郊外を結ぶ私鉄の中間にある駅周辺は、北に大規模な
大学のキャンパスを控え、南側には線路沿いに小さな店が軒
を連ねる駅前商店街が続いている。商店街を東に向かってし
ばらく行くと、狭い通りに面して建つこの住居が見えてくる。

配置・外形
・敷地の中央に、全域を配置する。
・全域を 5層で構成する。
・北の集域の地上層を、外部化する。
・セットバックしたスペースに、ヴォールト屋根を架ける。
・西面に、段路と供給域（洗面＋入浴＋排泄）とルーフテラスを付加する。

093

 光

 視線

 風

 換気

 道路斜線

a ＝900mm

TZN 北の集域

TZS 南の集域

TF 空間域

TI 個域

SC 共用の場

SD 食事の場

SK 調理の場

RST 段路

SI/M 壮年世代の場

ENT 入口

WRM ワークルーム

GRG 車庫

・駅前商店街の雑踏の中に、最上層をセットバックした空間体が建ち上
がっている。

・1・2 層を住み手のワークルームとして使い、上の 3層が住まいにな
っているこの併用住居は、中央に組み込んだ折返し段路の南と北に配
置した 2つの集域を単位として積層した、5層の集合域によって構成
されている。

・各集域には、広さの関係から単一の機能が与えられ、5層を貫く段路
が集合域を水平・垂直方向に繋いでいる。

・内部空間の仕上げは、壁・天井共にRC打放しを基本にしているが、
水平・垂直に連続する仕組みがそのテクスチュアを生かしながら空間
に拡がりを与える。

・外壁に取り付けてある建具は、北の集域ではブラインドを内蔵したス
クエアな複合開閉式のエアタイトサッシ、南の集域では形鋼のフラッ
トバーで構成したサッシになっている。

・段路は、下層ではRC造だが、上層の住居部分では昇り降りする際に
人に与えるリアクションや複雑な型枠作業を省くための施工性、荷重
条件の軽減、透過性のある納まりなどを得るために、下地・仕上げ共
に木造にしてある。

□　切断透視図（1）
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□　基準切断面
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□　切断透視図（3）□　切断透視図（2）

北の集域
・1層の入口からの経路は、南の集域にあるワークルームの
前で、1段レヴェルを下げてある。

・2層のワークルームには、街に面してブラインドを内蔵し
た、大きなスクエアの複合サッシが付いている。

・3層の壮年世代の場に造り付けた、スライドするベッドと
ヘッドボードは、壁仕上げと同じ楢（なら）材で造られて
いる。東側の腰付き窓から、朝の光が入ってくる。

・4層の共用の場の北壁に開けたスクエアな窓からは、線路
の反対側にある広いキャンパスの緑が眺められる。開口に
合わせたスクエアな棚が壁に穿たれている。

・5層にある若年世代の場の開口からは、北にあるルーフテ
ラスの緑が見える。ヴォールト天井の欄間から、柔らかい
北の光が入ってくる。

北の集域
・1層では、街とワークルーム（CH2,400㎜～ 2,560㎜）を
直接結ぶ経路がガラススクリーンで仕切られ、車庫の西側
を通っている。
・2層は、ワークルーム（CH2,350㎜）に充てられている。
上層の住居へ向かう経路の途中に、2層への入口が設けて
ある。
・3層は壮年世代の場（CH2,220㎜）で、西側にキャンティ
レヴァーで張り出した部分には、排泄・シャワー設備
（CH2,000 ～ 2,100㎜）が収めてある。
・4層には共用の場が置かれ、付属した西側部分には生理の
場（洗面・入浴・排泄設備、CH2,100㎜）が、コンパクト
に収められている。
・5層の若年世代の場は、北側の道路斜線によって高さが抑
えられているため、セットバックした部分から南にヴォー
ルト屋根が架けられている。
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□　切断透視図（5）□　切断透視図（4）

南の集域
・1 層のワークルームの付属部分には、洗面・排泄設備
（CH2,040㎜）が収めてある。
・3層の西側の導入路は、鉄骨造の段路から RC造の段路に
切り換えられて、住居の入口に続いている。ゲストコーナ
ーは、来客が下足のまま入れるように、床は大理石貼りに
してある。

・4層の南に設けたサニーな調理の場からは、商店街とは対
照的な住居地の風景が見える。西側の張り出した部分は、
鉄骨のパーゴラを架けた屋外の家事の場と屋外機置場にな
っている。

間域
・1層の東側には、ワークルームの上下層を連絡する RC造
の段路が設置されている。西側の付属する部分は、湯沸し
のスペースになっている。

・2層の上下層を繋ぐ段路は、スペースを有効に利用するた
め、踊場のない折返し段路にしてある。西側外部の住居に
向かう経路は、この層から鉄骨の段路に切り換えられてい
る。

・3層は住居の入口（CH2,370㎜）で、段路下にはスライド
式下足棚が造り付けてある。

・4層の集域のあいだに立ち上がっている吹抜けの下は、食
事の場（CH4,480 ～ 5,115㎜）になっている。

・5層の段路を上がったところに架かる架路が、北と南の集
域を繋いでいる。吹抜けを介して、食事・共用の場と個の
場とが立体的に一体化されている。






